
第１回 公共施設の将来のあり方を考える市民対話 

＜小島・大浦・梅香崎地区＞ 

【アンケート結果／回答者 35人】 

 

◆市民対話に対するご意見・ご感想 

項 目 ご意見・ご感想 

市民対話について ・いろいろな地域の課題や現状を聞くことができ、参考になりました。

また、自分の地域の現状、将来像の話を聞くことができて参考にな

りました。 

・目標、目的地が見えれば、話しやすいと思います。 

・公共施設の集約・再編の方向性を公共施設ごとにしっかり見せる必

要があると思う。 

・グループでの意見交換の時間が少し短かった。 

・若い人の参加があればよかった。 

・班のメンバーの方がきちんとまとめて下さって、とてもよかった。 

・自宅の近隣だけでなく、周辺の方々の話が聞けて実情が分かり、改

めて課題を認識することができた。 

・世代に偏りがあるのが気になった。若い世代も参加できる仕組みが

必要。 

・大変有意義と思いました。 

・グループの話し合いの時間が短く、テーマがあいまい。 

公共施設などの 

見直しについて 

・交通の問題が特定の地域だけでなく、全体の課題であることが発見

できました。讃岐先生の仰られたとおり、市・県の垣根はもちろん、

民間企業との垣根も越えていければと思いました。 

・公共施設の広さが中途半端な広さ。 

・点と点を結んで考えた場合、横に移動の方が大人も子どもも楽です。 

その他 ・市役所内での市民対話をやってほしい。 

・公共の看板がかかっていると「やれない」ことが多い。 

 


